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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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姉妹都市・宝塚市との交流

　１０月９日に、議会交流の一環で兵庫県宝塚市を訪問しま
した。特急まつかぜが宝塚駅に停車した縁で、昭和４０年に
交流が始まったという宝塚市。
　姉妹都市の交流で昭和
５４年から議会の相互訪
問を行って４０年、前回の
宝塚市訪問は平成２４年
で７年ぶりの訪問交流で
す。なじみの宝塚市議員も
増え、研修を交え相互の
交流を深めました。

ののうち誠 プロフィール
昭和25年生まれ(現在69歳)出雲郷小学校→東
出雲中学校→島根県立松江農林高校→東出雲
町役場就職(平成23年3月に町参事を最後に退
職)→平成23年8月松江市議会初当選、平成25
年4月2期目当選　平成29年４月３期目当選

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりを
していきましょう。この度後援会だよりvol.３４を発行いたし
ましたので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

後 援 会 だ よ り J a n u a r y
最 近 の 活 動から

菅田庵竣工記念茶会

　７０年ぶりとなる根本的な整備を終え、「重要文化財・菅田
庵」の竣工披露記念茶会が、１１月１６日に同庵で開かれ出席
しました。
　大名茶人・松平不昧公の指図で建設された茶室で、ご当主
の不昧流宗家 有澤一男氏のお手前で抹茶をいただきまし
た。思い出に残る至福の経験をさせていただきました。

意宇平野でイベントを計画中

　松江武者行列の監修者の
舞踊家・藤間信乃輔さんの強
い思いから、意宇平野の夕日
を背に、田の神に感謝の舞を
するイベントを計画中です。
　１２月１６日に藤間さんが来
松され、イベント候補地などを
案内し、意見交換を行いまし
た。今秋１０月に開催予定で、
実行委員会を結成して準備を
進めていく考えです。どうぞ
委員会にご参加ください。

監査委員としての市長への監査報告

　１２月２４日、松江市監査委員として１１月に実施した「令和
元年度財政援助団体等監査」の報告を、市長室で松浦市長
に行いました。
　毎年度市が出資や補助等を行っている団体に対して、抽出
した団体に出納や事務の執行が適正かつ効率的に行われて
いるかを監査実施しているもの。本年度は、「公益社団法人 松
江市シルバー人材センター」と「株式会社 玉造温泉ゆうゆ」、

「公益財団法人 松江
市観光振興公社」の
３団体等でした。全
体としては適正に執
行されている旨を報
告しましたが、個別
の課題についても意
見交換を行いました。松浦市長へ市関連団体の監査報告

東京オリンピックのメイン会場となる新しい国立競技場

今年はオリンピック年ですね
　今年は８月の東京オリンピックとパラリンピックが最大
の話題ですね。オリンピックといえば、松江市名誉市民の
岸清一先生を忘れることはできません。日本の体育・ス
ポーツ界発展のため尽力し“近代スポーツの父”として慕
われました。岸先生ゆかりの地を巡る聖火リレーでは、県
庁前の銅像を介して見守ってくださることでしょう。日本
選手団の大活躍で明るい年になるよう願っています。
　そして、日米貿易協定が１月１日に発効になりました。
農業人としては推移が大いに気になるところです。
　一方、松江市では、松江城天守が国宝になって５周年
を迎え７月には記念シンポジウムがあるようです。また、
令和２年度は第二次総合戦略のスタート年でもありま
す。地方創生の推進や産業振興など待ったなしの課題
が待ち受けています。東出雲町でも、統合公民館と支
所等との複合施設建設など課題が山積しています。皆
さんの総意に従って活動していきたいと考えています。
　野々内は、地元の文化イベントの立ち上げを２件予定

宝塚市議会議員の皆さんと交流

藤間信乃輔さんと共に

次客で臨んだ菅田庵竣工記念茶会

するほか、今年も一生懸命に諸課題に向き合って行き
たいと考えています。引き続きのご支援とご協力を賜り
ますようお願い申しあげます。



11
月
松
江
市
議
会

少
人
数
学
級
制
度
堅
持
の

意
見
書
議
決
な
ど

　

松
江
市
議
会
11
月
定
例
会
は
、11
月

27
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
21
日
間
の

会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
は
、市
長
提
出
議

案（
初
日
提
案
26
件
、追
加
提
案
12
件
、

計
38
件
）に
つ
い
て
、原
案
通
り
議
決
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、松
政
ク
ラ
ブ
が
起
案
し
た

議
員
提
出
議
案
３
件
も
議
決
し
ま
し

た
。「
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教

育
国
庫
負
担
金
制
度
拡
充
に
係
る
意
見

書
」と
、「
過
去
最
低
と
な
っ
た
食
料
自

給
率
を
引
き
上
げ
る
施
策
を
求
め
る
意

見
書
」は
全
会
一
致
で
し
た
。

　

も
う
１
件
の「『
少
人
数
学
級
編
成
』

の
現
行
制
度
堅
持
及
び『
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
事
業
』（
学
校
司
書
配
置
事

業
）の
教
育
の
質
と
財
源
確
保
を
求
め

る
意
見
書
」は
、賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ

ま
し
た
。賛
成
し
た
会
派
は「
松
政
ク
ラ

ブ
・
公
明
ク
ラ
ブ
・
共
産
党
議
員
団
・
友

愛
ク
ラ
ブ
」で
、反
対
し
た
会
派
は「
真

政
ク
ラ
ブ
・
市
民
ク
ラ
ブ
」で
し
た
。

（
予
算
金
額
や
提
出
議
案
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

クローズアップ
Assignment close up課

題

豪
雨
防
災
を
考
え
る

2
月
定
例
議
会
予
定

26
日（
水
）

2
月

本
会
議（
会
期
の
決
定
、提
案
説
明
）

4
日（
水
）一
般
質
問
、議
案
質
疑・

委
員
会
付
託

10
日（
火
）
教
育
民
生
委
員
会・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

11
日（
水
）
教
育
民
生
委
員
会・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

12
日（
木
）
経
済
委
員
会・

予
算
委
員
会
経
済
分
科
会

16
日（
月
）
建
設
環
境
委
員
会・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

17
日（
火
）
建
設
環
境
委
員
会・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

13
日（
金
）
経
済
委
員
会・

予
算
委
員
会
経
済
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

23
日（
月
）
予
算
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告・質
疑・討
論・採
決
）

26
日（
木
）
本
会
議

（
委
員
長
報
告
、質
疑・討
論・採
決
）、

閉
会

3
日（
火
）一
般
質
問

5
日（
木
）
予
算
委
員
会

（
質
疑
、分
科
会
分
担
、委
託
）

2
日（
月
）

3
月

一
般
質
問

9
日（
月
）
総
務
委
員
会・

予
算
委
員
会
総
務
分
科
会

6
日（
金
）
総
務
委
員
会・

予
算
委
員
会
総
務
分
科
会

意
宇
川
の
森
脇
頭
首
工
の
可
動
堰

意
宇
川
の
森
脇
頭
首
工
の
可
動
堰

２
年
連
続
で
避
難
勧
告

２
年
連
続
で
避
難
勧
告

意
宇
川
危
険
個
所
調
査
を
実
施

意
宇
川
危
険
個
所
調
査
を
実
施

1010
月
6
日
の
意
宇
川
防
災
訓
練

月
6
日
の
意
宇
川
防
災
訓
練

　

百
年
に
一
度
の
災
害
が
毎
年
起
き

る
異
常
気
象
の
現
代
で
す
が
、昭
和

39
年
７
月
に
総
雨
量
３
０
０
ミ
リ
を

超
す
豪
雨
で
決
壊
し
た
意
宇
川
を
例

に
と
っ
て
豪
雨
災
害
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

意
宇
川
の
森
脇
頭
首
工
は
、上
流
が

真
水
で
下
流
が
汽
水
域
。頭
首
工
の
中

央
に
は
可
動
の
堰
が
あ
り
洪
水
の
際
に

は
水
の
力
で
水
平
に
な
り
洪
水
を
調
節

す
る
仕
組
み
で
す
。

　

こ
の
森
脇
頭
首
工
、昨
年
の
夏
の
台

風
襲
来
の
際
に
河
川
管
理
者
で
あ
る
県

の
指
導
に
よ
り
故
障
中
の
可
動
堰
を
撤

去
し
、上
流
部
で
は
水
位
が
大
幅
に
下

が
り
河
床
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。今
年
の
需
要
期
ま
で
に
は

復
旧
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

河
川
管
理
者
か
ら
は
洪
水
の
際
の
妨

げ
に
な
る
頭
首
工
で
す
が
、こ
の
頭
首

工
か
ら
取
水
す
る
農
民
に
と
っ
て
は
重

要
な
水
。
ま

た
、取
水
し
た

水
が
流
れ
る

水
路
に
は
3

か
所
の
防
火

池
が
あ
り
、集

落
の
重
要
な

防
火
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。　　

　

意
宇
川
で
は
、平
成
２９
年
、３０
年
と
続

い
て
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。非

難
判
断
水
位
が
平
成
２８
年
度
に
今
ま
で

よ
り
も
低
く
定
め
ら
れ
た（
出
雲
郷
橋

で
は
今
ま
で
よ
り
３０
ｃｍ
低
く
な
り
３・

１ｍ
が
２・８ｍ
に
）こ
と
に
よ
っ
て
の
避

難
勧
告
で
し
た
。平
成
２９
年
９
月
の
台

風
１８
号
で
は
３・０
０
m
の
水
位
、平
成

３０
年
９
月
の
台
風
２４
号
で
は
、一
時
は
は

ん
濫
危
険
水
位
の
３・３
０
m
に
達
し

た
よ
う
で
す
。突
然
の
変
更
で
唐
突
感

は
あ
り
ま
す

が
、近
年
の

異
常
気
象
に

よ
る
急
激
な

増
水
に
対
処

す
る
た
め
に

は
仕
方
が
な

い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

暴
れ
川
の
意
宇
川
の
現
況
を
確
認
す

る
た
め
、昨
年
１
月
２１
日
に「
意
宇
川 

危
険
箇
所
調
査
」を
島
根
県
や
松
江
市

の
河
川
･
農
業・防
災
関
係
の
担
当
者
、

地
元
の
水
路・自
治
会
な
ど
の
関
係
者

約
２０
名
を
集
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
っ
て
、河
川
の

増
水
や
氾
濫

な
ど
の
危
険

が
増
大
し
て

い
ま
す
。一
方
、

河
川
管
理
で

も
土
砂
の
堆

積
や
立
木
の

繁
茂
な
ど
の

課
題
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
意
宇

川
は
天
井
川

の
改
修
が
進

ま
な
い
箇
所

も
あ
り
、度
重

な
る
洪
水
に
襲
わ
れ
流
域
の
住
民
に

と
っ
て
脅
威
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、今
後
の
河
川
管
理
や
農
業
用
施
設

管
理
に
役
立
て
よ
う
と
、危
険
箇
所
の

点
検
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

　

意
宇
川
の
東
出
雲
地
域
と
下
流
の

竹
矢
町
川
向
地
域
の
８
箇
所
を
歩
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
の
説
明
を
受
け
る

と
共
に
現
状
点
検
と
要
望
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
今
宮
地
内
左
岸
の
護
岸
浸

食
箇
所
は
令
和
２
年
度
に
詳
細
設
計
の

予
定
で
す
。ま
た
、別
件
の
八
雲
町
の
洪

水
対
策
に
つ
い
て
は
、難
所
の「
切
り
通

し
」の
洪
水
対
策
調
査
を
実
施
中
と
の

県
の
回
答
で
し
た
。

　
「
意
宇
川
防
災
訓
練（
浸
被
害
）」が
、

１０
月
６
日
に
竹
矢
地
区
と
東
出
雲
地
区

（
今
宮・春
日
）を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。意
宇
川
沿
岸
で
防
災
訓
練
を
実
施

し
、避
難
情
報
の
周
知
を
行
う
も
の
で
す
。

住
民
一
人
一
人
が
確
実
な
避
難
行
動
が

と
れ
る
よ
う「
意
宇
川
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
出
雲
支
所
で
の
対
策
本
部
設
置・

運
営
訓
練
、出
雲
郷
小
学
校
で
の
避
難

所
開
設
と
住
民
避
難
訓
練
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。野
々
内
は
、避
難
所

と
な
っ
た
出
雲
郷
小
学
校
体
育
館
に

出
向
き
、訓
練
を
見
守
り
ま
し
た
。会

場
に
は
６０
名
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
集

ま
り
、ビ
デ
オ
や
係
員
の
説
明
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　

避
難
は
、災
害
に
よ
っ
て
避
難
先
が

違
い
ま
す
。洪
水・氾
濫
の
場
合
は
、橋

を
渡
る
こ
と
は
危
険
で
、橋
を
渡
ら

な
い
で
最
寄
り
の
避
難
所
へ
行
く
判

断
も
必
要
で

す
。今
回
の
訓

練
で
は
参
加

し
た
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
大

き
な
気
づ
き

が
あ
っ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

１０
月
１９
日
、「
東
出
雲
ふ
れ
あ
い
会

館
」で
は「
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域（
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
）の
指
定
に
関
す
る
住
民
説
明
会
」が

あ
り
ま
し
た
。

　

土
砂
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
を
守
る

た
め
、土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
地
域
に

つ
い
て
、土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
新

た
に
指
定
す
る
こ
と
と
し
、土
砂
災
害

防
止
法
の
説
明
と
、東
出
雲
町
内
に
お

け
る
土
石
流
１８
か
所
、急
傾
斜
1
5
5

令和2年1月現在の森脇頭首工

か
所
の
指
定

を
行
い
た
い

と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

土
砂
災
害

特
別
警
戒
区

域
に
指
定
さ

れ
る
と
、「
特
定
の
開
発
行
為
に
対
す
る

許
可
制
」「
建
築
物
の
構
造
規
制
」「
建

築
物
の
移
転
勧
告
」「
宅
地
建
物
取
引

に
お
け
る
措
置
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
。指
定
地
は
、県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
２６
年
の
広
島
災
害
や
平
成
２９
年

の
九
州
北
部
豪
雨
、令
和
元
年
の
台
風

１９
号
な
ど
、最
近
は
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
重
大
な

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。河
川
付
近
か

ら
安
全
な
場
所
に
移
動
す
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。ま
た
、土
砂
災
害
警
戒
区
域
で

は
区
域
外
へ
早
め
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る「
松
江

市
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク・ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」で
確
認
し
、万
一
の
際
は
、マ
ス
コ

ミ
情
報
や
防
災
行
政
無
線
、屋
内
告
知

端
末（
お
し
ら
せ
君
）を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。避
難
情
報
が
出
た
な
ら
、避
難
所

な
ど
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。早
め
の
行
動
が
命
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

水位3mを超えている 平成30年9月30日午後6時頃

鼻繰場頭首工付近を調査意宇川の水位計付近を調査

八雲町・切通し八雲町・切通し

鼻繰場頭首工鼻繰場頭首工

川向地内右岸川向地内右岸

古川水路頭首工古川水路頭首工

桜植栽部分の左岸 侵食桜植栽部分の左岸 侵食
森脇頭首工森脇頭首工

出雲郷橋左岸護岸洗堀出雲郷橋左岸護岸洗堀

今宮地内左岸 護岸侵食今宮地内左岸 護岸侵食

河川全般の土砂堆積、立木繁茂河川全般の土砂堆積、立木繁茂

国土地理院

意宇川の点検箇所

令和元年10月6日の意宇川防災訓練（出雲郷小体育館）

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

指
定
に
関
す
る

指
定
に
関
す
る
住
民
説

住
民
説
明
会
明
会

令和元年10月19日の
土砂災害特別警戒区域説明会

水
害
に
日
頃
か
ら
注
意
を

水
害
に
日
頃
か
ら
注
意
を

クローズアップ
Assignment close up課

題
豪雨防災を考える


